
（特集）白鷹・朝日・大江３町広報合同企画
　出かけて感じて発信しよう！隣町の魅力②

中学校再編整備基本計画を策定⑧
「白鷹町史・現代編」編さん事業スタート⑨
第35回白鷹鮎まつり⑩
町誕生57周年記念駅伝競走大会⑫
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　　　それぞれが自軍のために…　　―　東根小大運動会　―
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特　集

白鷹町下山地区 朝日町玉ノ井地区 大江町左沢地区

多くの人々を魅了する最上川「五百川峡谷」の景観美

　　　白鷹・朝日・大江３町広報合同企画「観光でつながる “まぼろし ”の左荒線」

出かけて感じて発信しよう！  隣町の魅力
広
域
圏
を
越
え
た
取
り
組
み

　

平
成
20
年
６
月
に
組
織
さ
れ
た
「
白
鷹
・
朝
日
・
大
江

広
域
観
光
推
進
協
議
会
」。
村
山
・
置
賜
と
い
う
広
域
圏

を
越
え
た
連
携
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
特
異
性
か
ら
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
独
自
ツ

ア
ー
の
実
施
や
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動
な
ど
が
功
を
奏

し
、
目
に
見
え
る
Ｐ
Ｒ
効
果
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
隣
町
の
魅
力

　

し
か
し
、
外
か
ら
の
注
目
度
が
高
ま
る
反
面
、
3
町
に

実
際
に
住
む
方
々
が
、
ど
れ
だ
け
隣
町
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
と
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
の
部
分
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
あ
る
町
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
美

し
い
景
観
で
も
、
町
の
境
を
越
え
た
途
端
に
、
認
知
度
や

興
味
・
関
心
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

広
報
紙
が
連
携
し
、
特
集
記
事
を
作
成

　

広
域
観
光
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
に
は
、
外
か
ら
観

光
客
を
呼
び
込
む
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士
が
活
発
に
交

流
し
、
互
い
の
魅
力
を
発
信
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
特
集
で
は
、
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
３
町
の
広
報
担
当

が
連
携
し
て
記
事
を
作
成
。
広
域
観
光
推
進
協
議
会
の
活

動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

隣
町
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
情
勢
の
変
化
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、「
安
」「
近
」「
短
」
の
行
楽
が
注
目
さ
れ
て
い
る
い
ま
、

隣
町
に
出
か
け
、
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

本特集は白鷹・朝日・大江３町の広報担当が共同で手掛けたもので、３町間で同じ記事を共有しています。
文章表現および表記の方法について、通常と異なる場合があるかもしれませんが、何とぞご了承ください。

【おことわり】
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特集● 3町合同企画「観光でつながる “まぼろし ”の左荒線」

白鷹・朝日・大江広域観光推進協議会
第１期活動（３年）のあしあと

▼平成20年度
　○最上川・五百川峡谷シンポジウム開催
　○五百川峡谷踏査（現地視察）
　○３町広域観光パンフレット作成
▼平成21年度
　○モニターツアー試乗会・ガイド研究会
　○３町広域モニターツアー実施
　○まぼろしの左荒線街道ツアー
（10月３日～ 11月15日の週末７回／誘客数56人）
▼平成22年度
　○まぼろしの左荒線街道ツアー

（５月29日～６月13日の週末６回／誘客数45人）
　○民間旅行会社バスツアーへのルート採用

（３社、12回／誘客数595人）
　○３町広域観光パンフレット更新

県
に
よ
る
世
界
遺
産
登
録
運
動

　

山
形
県
を
縦
貫
す
る
最
上
川

の
中
で
も
、
特
異
な
地
形
か
ら

手
つ
か
ず
の
景
観
美
が
残
る

「
五い

百も

川が
わ

峡
谷
」
を
軸
に
、
広

域
的
に
観
光
・
交
流
事
業
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
設
立
さ
れ
た

「
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観

光
推
進
協
議
会
」。
平
成
20
年
6

月
の
設
立
当
時
は
、
ち
ょ
う
ど

山
形
県
に
よ
る
「
最
上
川
の
文

化
的
景
観
」
の
世
界
遺
産
登
録

運
動
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た

頃
で
し
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
、

本
協
議
会
で
は
初
年
度
、「
最
上

川
・
五
百
川
峡
谷
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
。
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
で
あ
り
、
身
近
な
観
光
資

源
で
も
あ
る
最
上
川
を
あ
ら
た

め
て
見
直
す
と
と
も
に
、
五
百

川
峡
谷
の
特
異
性
や
す
ば
ら
し

さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

左
荒
線
街
道
ツ
ア
ー
を
開
始

　

翌
21
年
度
、
県
に
よ
る
世
界

遺
産
登
録
の
推
進
事
業
は
中
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

本
協
議
会
で
は
前
年
度
の
活
動

を
踏
ま
え
、
同
年
か
ら
３
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
「
ま
ぼ

ろ
し
の
左
荒
線
街
道
ツ
ア
ー
」

を
開
始
（
後
述
）。
あ
わ
せ
て
前

年
度
作
成
し
た
広
域
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
広
く
情

報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

22
年
度
は
こ
の
事
業
を
継
続

し
た
ほ
か
、
積
極
的
な
営
業
活

動
を
展
開
。
そ
の
結
果
、
複
数

の
旅
行
代
理
店
が
「
左
荒
線
街

道
」
を
採
用
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
3
年
間
で
、
県
内
外
か

ら
の
観
光
客
は
着
実
に
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
協
議
会
の

事
業
期
間
は
当
初
３
年
間
を
予

定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
末
の
総
会
で
事
業
の
継
続
が

検
討
さ
れ
た
結
果
、
新
た
に
3

年
間
、
2
期
目
の
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

荒砥鉄橋（白鷹町） 旧明鏡橋（朝日町） 旧最上橋（大江町）

「選奨土木遺産」とは？… 後世に残すべき土木構造物の保存を目指し、社団法人土木学会が平成12年に創設。県内にあ
る５件のうち、3町でそれそれ１件ずつ橋梁が認定を受けています（平成 23年９月1日現在）

最
上
川
「
五
百
川
峡
谷
」　

　

白
鷹
町
荒
砥
か
ら
朝
日
町
を

通
り
大
江
町
百ど

目め

木き

に
至
る
ま

で
の
約
30
㌔
の
区
間
は
「
五
百

川
峡
谷
」
と
よ
ば
れ
、
最
上
川

の
流
域
の
中
で
も
景
観
の
美
し

い
区
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
岸
は
切
り
立
っ
た
崖
に
阻

ま
れ
て
い
て
、
浅
瀬
や
急
流
部

が
混
在
す
る
舟
運
の
難
所
で
し

た
が
、
江
戸
時
代
の
元
禄
期
に
、

川
底
を
削
る
大
規
模
な
舟
道
開

削
工
事
が
行
わ
れ
る
と
、
以
後

は
舟
運
が
活
発
化
し
ま
し
た
。

　
（社）
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産

　

後
世
に
残
す
べ
き
土
木
構
造

物
の
保
存
を
目
指
し
、
社
団
法

人
「
土
木
学
会
」
が
平
成
12
年

に
創
設
し
た
も
の
で
①
歴
史
文

化
・
社
会
的
価
値
②
土
木
技
術

の
高
さ
③
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活

用
可
能
性
④
土
木
遺
産
の
保
護

―
な
ど
を
評
価
基
準
に
認
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

県
内
で
は
現
在
、
5
件
が
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
３
町

で
は
そ
れ
ぞ
れ
１
件
ず
つ
橋
梁

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
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左さ

荒こ
う

線
（
左
沢
〜
荒
砥
線
）

　

「
左
荒
線
」
と
は
、
Ｊ
Ｒ
左

沢
線
の
左
沢
駅
と
現
在
の
山
形

鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
荒
砥

駅
間
に
計
画
さ
れ
た
鉄
道
で
す
。

　

昭
和
2
年
に
初
め
て
敷
設
が

閣
議
決
定
さ
れ
て
以
来
、
幾
度

と
な
く
延
期
・
中
止
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
昭
和
11
年

に
は
大
谷
・
宮
宿
・
大
瀬
の
３

駅
を
設
置
す
る
こ
と
や
総
延
長

を
22
・
７
㌔
と
す
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
み
、
完
成
を
昭
和
15

年
度
と
す
る
具
体
的
な
案
が
示

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
実
地
測

量
や
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

日
中
戦
争
、
第
２
次
世
界
大
戦
、

そ
し
て
敗
戦
と
激
動
す
る
時
代

の
中
で
工
事
は
実
現
す
る
こ
と

な
く
、
計
画
自
体
も
暗
礁
に
乗

り
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

戦
後
も
「
左
荒
線
期
成
同
盟

会
」
で
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
開
通
の
悲
願
は
叶
わ
ず
、

平
成
8
年
、
敷
設
に
向
け
た
活

動
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
日
は
、
秋
も
し
く
は
春

の
週
末
で
、
毎
年
８
回
程
度
。

左
沢
駅
を
始
発
、
荒
砥
駅
を
終

着
駅
に
、
選
奨
土
木
遺
産
を
は

じ
め
と
し
た
３
町
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
約
４
時
間
で
巡

り
ま
す
。

　

定
員
は
１
日
８
人
と

少
人
数
で
す
が
、
既
存

の
観
光
地
に
は
な
い
隠

れ
た
魅
力
や
地
元
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
丁
寧
な
ガ
イ
ド
、
趣

の
あ
る
レ
ト
ロ
バ
ス
な

ど
が
話
題
と
な
り
、
開

催
初
年
度
に
は
多
数
の

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
出

る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
こ
の
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
。
五
百
川

峡
谷
沿
い
に
計
画
さ
れ
た
「
左

荒
線
」
の
沿
線
を
レ
ト
ロ
バ
ス

で
巡
る
「
ま
ぼ
ろ
し
の
左
荒
線

街
道
ツ
ア
ー
」
を
21
年
秋
か
ら

　5月 28 日の左荒線街道ツ

アーに参加しました。以前

から左荒線や朝日町の棚田

に興味がありましたが、レ

トロバスにも乗りたかった

んです。

　ツアーは、コンパクトに

３つの町の魅力が詰まって

いて、土木遺産の橋や舟道

跡、山菜の入った手料理な

どを満喫しました。また、

観光ボランティアガイドさんのおかげで、旅をより

楽しめました。全体を通じて、人のもてなしの温か

さを感じました。

松本陽子さん
（山形市／左）

石川由美さん
（天童市／右）

人の「もてなし」が温かい旅

　左荒線の敷設は、五百川

峡谷とともに歩んできた白

鷹・朝日・大江の住民にとっ

て共通の悲願でした。

　これをはじめ、舟運との

関わりや青そ、養蚕などの

産業などに見られる多くの

共通点は、この地域の宝と

なって生きています。これ

らの魅力を発見し守り育て

ながら、外に発信することが、地域の特性を生かした

観光振興と言えます。先日の新聞に「地域に住む人が

愛さない地域に、外から人はやって来ない」とありま

した。観光振興の原点ではないでしょうか。

大江町
町史編さん事務局員

村上　宗紀さん

「おらほの宝」の掘り起こしを

寒楯（寒河江～楯岡間）線とともに、左荒線の完成予定年
度を報じる昭和 11 年 4 月 11 日付の山形新聞。記事には
「内定せる新駅」の表題とともに、設置される駅や総延長、
橋梁数など、建設計画の概要が記されている
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特集● 3町合同企画「観光でつながる “まぼろし ”の左荒線」

　今年のレトロバスツアーは東日本大震災の影響からか、定員の約半数ほどの参加

者でしたが、バスの珍しさ、地元ならではの食などが好評だったほか、地元の観光

ボランティアさんによる、なまりの入ったガイドも評判でした。

　ＪＲ東日本では現在、花をメインに地元の食や人と触れ合う「やまがた花回廊」

という旅行企画に力を入れています。もとは置賜の桜の名所を巡るところから始まっ

た企画で、今年は規模を拡大し、西村山地域も加わりました。

　広域観光の充実には、各地域の魅力をさらに磨く必要があります。それには、地

元の熱意と協力、行政と観光会社などとの連携がカギになります。ＪＲ東日本とし

ても、地域密着の観光を通して地元が元気になるよう協力していきたいと思います。
東日本旅客鉄道㈱
左沢営業所所長
兼寒河江駅長
　本郷　栄さん

　今年度はＪＲ東日本の旅行パック「びゅう」と初めて提携し、５
月上旬から６月上旬までの週末に８回実施しましたが、東日本大震
災の影響により、客足が激減。昨年度のような旅行会社の独自企画
もなく、残念ながら誘客事業は苦戦を余儀なくされています。

ツアーの名脇役「れとろん」ツアーの名脇役「れとろん」ツアーアーーのの名脇役脇役「れ「れとろん」」

JR
左
沢
線

沢沢

◎ ◎

◎

左沢大江町 寒河江

◎◎◎羽前長崎

◎◎◎羽前山辺

最
上川

宮宿
朝日町

白鷹町

フ

ラワラー

長
井井井
線

◎

大瀬◎

荒砥砥

◎大谷

287

348

①

②
③

④

⑤

⑦

⑥

左荒線の敷設計画
（予測）

昭和 11 年の閣議
決定内容に基づく

①「左沢のまち並み」散策

（楯山公園、舟運文化のまち並み）

③「最上川フットパス」散策

（カヌーランドと選奨土木遺産 旧明鏡橋）

②「朝日町ワイン城」

（工場見学・ワインの試飲）

④日本の棚田百選「椹平の棚田」

棚田とヒメサユリ観賞

⑤「カフェ蔵」

江戸時代建築の蔵で家庭料理風ランチ

⑥黒滝開削と「つぶて石」

（江戸時代に開削された舟道跡を見学）

⑦白鷹町菓子舗（荒砥）

（人気店のスイーツを堪能）

※今年度のルートです。
ルートは毎年異なります。

「地域の魅力の磨き上げが大切」

【大江町左沢】原町通りの歴史的なまち並み【朝日町大谷】朝日町ワイン城【白鷹町下山】つぶて石

「
ま
ぼ
ろ
し
の
左
荒
線
街
道
ツ
ア
ー
」
ル
ー
ト
案
内

≪一度たどってみませんか？≫
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進
む
観
光
の
「
広
域
化
」

　

本
協
議
会
の
ほ
か
に
も
、
近
年

は
観
光
を
広
域
化
す
る
動
き
が
各

地
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、「
山
形
お
き
た

ま
観
光
協
議
会
（
置
賜
地
方
３
市

５
町
）」「
日
本
海
き
ら
き
ら
羽
越

観
光
圏
推
進
協
議
会
（
庄
内
地
方

２
市
３
町
お
よ
び
戸
沢
村
、
秋
田

県
に
か
ほ
市
、
新
潟
県
村
上
市
・

関
川
村
・
粟
島
村
）」「
め
で
た
め

で
た
♪
花
の
や
ま
が
た
観
光
圏

（
村
山
地
方
７
市
７
町
）」
な
ど
で

す
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
県

の
総
合
支
庁
が
事
務
局
を
担
当
。

本
協
議
会
の
よ
う
に
少
数
の
自

治
体
が
独
自
に
手
を
組
む
ケ
ー
ス

は
、
県
内
で
は
ま
だ
ま
だ
珍
し
い

よ
う
で
す
。

　

広
域
観
光
と
い
う
考
え
の
原
点

に
あ
る
の
は
、「
観
光
客
に
と
っ

て
、
市
町
村
の
境
界
は
無
関
係
」

と
い
う
こ
と
。
お
客
さ
ま
も
１
町

だ
け
で
観
光
を
楽
し
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
は

当
然
あ
り
ま
せ
ん
。
旅
行
者
の

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
特
に

重
要
で
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
ご
と

に
「
点
」
在
し
て
い
た
観
光
地
を

「
線
」
で
結
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

協
議
会
は
「
三
本
の
矢
」

　

戦
国
時
代
の
武
将
「
毛
利
元

就
」
は
、
３
人
の
息
子
た
ち
に

「
１
本
な
ら
簡
単
に
折
る
こ
と
が

で
き
る
矢
で
も
、
３
本
と
な
る
と

な
か
な
か
折
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
３
人
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
説
い
た
そ
う
で
す
が
、

現
在
の
協
議
会
の
取
り
組
み
は
、

こ
の
教
え
そ
の
も
の
で
す
。

　

本
協
議
会
設
立
の
目
的
は

「
観
光
振
興
」、
つ
ま
り
、
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
３
町
に

実
際
に
住
ん
で
い
る
方
々
が
、
隣

町
に
足
を
運
び
、
そ
の
良
さ
を
理

解
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
３
町

の
住
民
が
隣
町
の
魅
力
を
互
い
に

発
信
し
合
い
、「
矢
」
を
さ
ら
に
強

い
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

魅
力
的
な
観
光
地
と
な
る
鍵
は

「
磨
き
上
げ
」
と
「
情
報
発
信
」

　本協議会では、「最上川・五百川峡
谷」をキーワードに、これまで観光
面での可能性を探るシンポジウムや、
３町の宝を巡る「まぼろしの左荒線
街道ツアー」などを開催しました。
　ツアーには、山形方面と仙台圏の
お客さまを中心に３年間で700人を
超える方々から参加いただき、多く
の感想をいただきました。「おもてな
しの心が感じられる」「地元の方がい
きいきと輝いている」などの賛辞の
一方、「情報発信次第では、もっとい
い観光地になれるはず」といった課
題も聞かれました。
　地域資源を観光につなげるときに
は決まったサイクルがあります。そ
れは「掘り起こし」→「磨き上げ」
→「情報発信」という流れです。
各町のこれまでの取り組みによ
り、しっかりとした掘り起こし
はできています。今後は、お客
さまの立場に立った「磨き上
げ」と「情報発信」が必要です。

３町が協力すれば、より魅力的な観
光地を築くことができるはずです。
　東日本大震災により、東北地方へ
の観光客が激減し、地域経済への影
響も出ていますが、元気のある所は
もっと元気を出していくことが復興
への第一歩です。２期目を迎えた本
協議会では、町民の皆さんが自分の
住む地域に誇りを持ち、その誇りを
お客さまに自信を持って「おすそわ
け」できるような観光地を目指し、
事業を推進していきます。

　３町連携による広域
観光推進事業は、２期
（４年）目に入りました。
　交流人口の増加や地
域の活性化を図るうえ
で、今後も重要な役割
を担う広域観光につい
て、３町長からメッセー
ジをお伝えします。

●

です。
によ
し
客
上

広域観光の促進に向けて　3町長のあいさつ
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特集● 3町合同企画「観光でつながる “まぼろし ”の左荒線」

「朝日町エコミュージアム案内人の会」
宮本建一さん

　「左荒線街道ツアー」でガイド役を務めているのが、各町の
観光案内ボランティアの方々。1回のツアーのガイド役は１人
で、出発地の左沢駅から到着地の荒砥駅まで、各地の見どころ
をすべて説明。当然、自分の住む町以外の知識も豊富です。
　今回は、３人のガイドさんが隣町のおすすめスポットを紹介。
皆さんも秋の行楽シーズンにぜひ一度訪れてみてください。

「しらたか旅先案内人」
菅野志郎さん

　最上川に架かる旧明鏡橋は昭和
12 年架設のアーチ橋で、㈳土木
学会の「選奨土木遺産」に認定さ
れています。晴天時に川面に映え
る風景はまるで一枚の絵画を見る
ようなすばらしさです。その上流
のカヌーランドでは、ほぼ毎週末
愛好者が訪れ、激流の中を巧みな
オールさばきでカヌーを楽しんで
います。そのダイナミックさは一
見の価値があります。
　ちょっと一服したいという方に
は、昨年８月、江戸時代に建てら
れた蔵を改修しオープンした「カ
フェ蔵」がオススメ。地元産の山
菜や野菜を使った家庭料理風ラン
チはリピーターも多いとか…。

「朝日町ワインまつり」

▼日時　９月18日（日）正午～
▼場所　朝日町創遊館芝生広場
▼料金　大人 3000円、小中学生
1500円（1200人限定、前売券のみ）
▼内容　町特産のワインを飲み放
題で満喫。ぶどう踏み競争なども。

町観光協会☎0237-67-2134

　江戸時代に舟運で栄えた左沢地
区には、当時の面影が多数見られ
ます。左沢駅併設の「交流ステー
ション」内には、160 年の歴史を
持つ囃

はや

子
し

屋台が２基展示され、当
時の繁栄と文化をしのぶことがで
きます。
　また、左沢駅北側にある楯山公
園は、別名「日本一公園」と言わ
れ、左沢のまち並みと、北から東
に流れを変える最上川、川面に映
る旧最上橋を眺めることができま
す。そのほか、朝日連峰や蔵王の
山々も遠くに望むことができ、そ
の美しさは、ほとんどのお客さま
が思わず声を上げるほど。やっぱ
り「日本一」の眺めだな…。

「大江の秋まつり」

▼日時　９月18日（日）午前11時
20分～　▼場所　左沢駅前広場
▼内容　舟運で栄えた左沢を今に
伝えるまつり。囃子屋台をはじめ、
町の伝統芸能が集結し、左沢駅を
メインに地区を練り歩きます。

町観光物産協会0237-62-2111

会」
ん

「舟唄の里案内人（大江町）」
海谷清子さん

　私のイチ押しは「佐野原の舟道
跡」。江戸時代の元禄年間（1688-
1703）に米沢藩の御用商人が自費
を投じて開削したもので、これに
より左沢が終点だった最上川舟運
が、米沢まで延伸されたの。舟が
通れるよう川底を掘削してできた
水路（舟道）が、渇水期にはっき
りと見ることができるのよ。
　フラワー長井線の荒砥鉄橋もオ
ススメ。明治時代、東海道線の
木曽川に架けられた鉄橋で、大
正 12 年に転用された日本最古の
もの。川に架かる風景は「最上川
ビューポイント」にもなっていま
す。これと同じ橋が実は左沢線に
もあるんですよ（長崎鉄橋）。

「白鷹鮎まつり」

▼日時　９月17日（土）～19日（月）
午前10時～午後５時
▼場所　道の駅白鷹ヤナ公園
▼内容　白鷹を代表する秋の味覚
「鮎」。塩焼きの鮎のほか、ちびっ
この魚のつかみどりなども。

町観光協会☎0238-86-0086

「御免町」の囃子屋台

」
ん

 白鷹町 おすすめスポット

９月 17日～ 19 日の 3連休は、ぜひ「お隣さん」でお楽しみください

 朝日町 おすすめスポット  大江町 おすすめスポット

≪観光案内ボランティアおすすめ≫

一度見てほしい
隣町おすすめスポット

佐野原の「舟道跡」 「カフェ蔵」

問 問問
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平
成
18
年
度
に
教
育
委
員
会
で
は
、
当
時
の
出
生
数
な
ど
か
ら
小
学
校
２

校
、
中
学
校
１
校
に
再
編
成
す
る
と
し
た
「
小
・
中
学
校
の
配
置
計
画
」
を

決
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
育
基
本
法
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
関
連
法
の
改
正
、
少
人
数

学
級
編
成
の
拡
大
や
出
生
数
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
見
直
し

を
行
い
、
平
成
23
年
３
月
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
小
学
校

　

少
子
化
の
状
況
を
受
け
と
め
な

が
ら
も
、「
地
域
の
学
校
」
と
し
て

の
熱
い
思
い
や
地
域
の
主
た
る
公

的
施
設
と
し
て
の
役
割
、
少
人
数

指
導
、
通
学
距
離
な
ど
を
考
慮
し
、

当
面
は
統
合
せ
ず
、
今
後
の
出
生

数
の
状
況
を
見
据
え
、
改
め
て
検

討
し
ま
す
。

　

複
式
学
級
の
あ
る
学
校
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
か
た
が
た
と
の
協

議
に
よ
り
再
編
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

○
中
学
校

　

統
合
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
教
育

的
効
果
の
面
か
ら
、
教
育
環
境
の

整
備
を
行
い
早
期
に
統
合
を
進
め

ま
す
。

白鷹町中学校再編整備基本計画
　配置計画を踏まえ、教育委員会では次のとおり中学校再編整備基本計画を策定しました。

①東中学校と西中学校を統合します。 

　　両中学校を対等統合します。両中学校を同時に閉校し、新たな中学校として開校します。

②新しい中学校の位置は、現東中学校とします。 

　　平成18年度の決議に基づき、統合後の中学校は、既存の校舎を活用することとします。建
　設年度・校舎規模、周辺公共施設の状況や公共交通などを踏まえ、安心、安全でより適切な
　教育環境を考慮したものです。

③新しい中学校の開校時期は、平成27年４月とします。

　　統合の周知説明や、耐震工事、校舎の増改築、武道館の新築、駐車場、バス運行に係る敷
　地整備等に要する時間を踏まえたものです。

④再編整備に必要な事項は、新中学校準備委員会（仮称）で検討します。

　　再編整備にあたっては、新たな校名、校歌・校章・制服、通学方法、学校行事、部活動、ＰＴＡ
　・後援会等について検討します。

□
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
日
程

で
、
各
地
区
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
蚕
桑
地
区
公
民
館

　
　

９
月
28
日（
水
）午
後
７
時
〜

▼
鮎
貝
地
区
公
民
館

　
　

９
月
29
日（
木
）午
後
７
時
〜

▼
荒
砥
地
区
公
民
館

　
　

９
月
27
日（
火
）午
後
７
時
〜

▼
十
王
地
区
公
民
館

　
　

９
月
26
日（
月
）午
後
７
時
〜

▼
鷹
山
地
区
公
民
館

　
　

10
月
３
日（
月
）午
後
７
時
〜

▼
東
根
地
区
公
民
館

　
　

10
月
４
日（
火
）午
後
７
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

（
☎
85

－

６
１
４
４
）

今
後
の
配
置
計
画

東中学校 授業の様子
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町
で
は
、
昭
和
52
年
に
町
史
上
・
下
巻
（
分
冊
）
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
続
き
平
成
26
年
10
月 

町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
て
町
誕
生
後
の
歩
み
と
実
績
に
つ
い
て
、「
白
鷹
町
史
・
現
代
編
」

と
し
て
編
さ
ん
・
刊
行
い
た
し
ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
と
急
速
な
変
化
の
中
で
、
町
や
町
民
の
か
た
の
生

活
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
今
に
至
る
か
を
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
編
集
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

中
央
公
民
館
２
階
に
町
史
編
さ
ん
室
を
開
設
し
、
編
さ
ん
室
長
に
は
海
老
名
愼
一
郎
さ
ん
（
十
王
）
を

迎
え
、
編
さ
ん
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
編
集
委
員
を
委
嘱
し
、
執
筆
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
よ
り
充
実
し
た
編
さ
ん
内
容
と
な
る
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
考
と
な
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

竣工当時の役場庁舎（昭和39年）

菖蒲の渡し船（昭和40年代ころ）

「白鷹町石造文化財調査報告書」　▽販売価格　2,000円

　10年間にわたり、全地区のすべての石塔・石仏・石碑を調査し、まとめら
れています。県内でも例を見ない詳しい調査物です。

これからの秋の夜長にいかがですか？　

「白鷹町の文化財」　　　　　　　▽販売価格　　900円

　町内の国・県・町の指定文化財41件を１冊にまとめています。写真も
あり説明も分かりやすくなっています。

「史談　第26号」　　　　　　　　▽販売価格　1,000円

　町史談会の会員などの寄稿や調査をまとめ、今回は町内の地名の由来など
を掲載しています。

■販売先　町立図書館

羽越水害（昭和42年）
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　各地区から選抜された選手の力走に、温かいご声援をよろしくお願いします。
　毎年荒砥～大瀬中継所（図中　　　部）にて交通渋滞が発生しています。一般車両、付近住
民の皆さんへの迷惑となります。大会開催中はチーム関係車両、応援車両の通行を厳しく規制
します。交通渋滞の緩和と交通安全にご協力ください。

☎

 昨年の結果
  第１位　鷹　山チーム（３連覇）
  第２位　十　王　〃
  第３位　荒　砥　〃
  第４位　東　根　〃
  第５位　蚕桑Ａ　〃
  第６位　鮎　貝　〃
  第７位　蚕桑Ｂ　〃

地区の期待を背負って

思いを込めたタスキリレー
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各
小
中
学
校
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
結
成
さ
れ
た
白
鷹
町
チ
ー
ム

は
、
２
カ
月
間
に
及
ぶ
練
習
会
を

経
て
、
大
会
当
日
は
一
人
ひ
と
り

が
最
後
ま
で
し
っ
か
り
走
り
き
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
、
学
年
の

垣
根
を
越
え
、
仲
間
と
共
に
が
ん

ば
っ
た
こ
の
夏
の
経
験
を
、
こ
れ

か
ら
の
様
々
な
活
動
に
生
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
参
加
者

●
小
学
生
男
子　

２
０
０
０
㍍

（
完
走
者　

２
１
１
人
）

大
山　

純
太
（
蚕
桑
小
５
年
）

金
田　

魁
人
（
蚕
桑
小
５
年
）

今　
　

躍
作
（
鮎
貝
小
５
年
）

本
間　

智
希
（
鮎
貝
小
６
年
）

山
本　

　

築
（
荒
砥
小
５
年
）

渡
邉　

海
飛
（
荒
砥
小
５
年
）

鈴
木
慎
二
郎
（
東
根
小
４
年
）

黒
澤　

崚
真
（
東
根
小
５
年
）

佐
藤　

笙
太
（
東
根
小
５
年
）

髙
橋　

拓
海
（
東
根
小
５
年
）

●
小
学
生
女
子　

２
０
０
０
㍍

（
完
走
者　

１
６
７
人
）

丸
川
真
由
子
（
蚕
桑
小
６
年
）

佐
藤　

春
香
（
鮎
貝
小
５
年
）

男子チーム　　48分35秒（第25位）
区間 距離 氏　名 学校 記録 区間

順位

１ 3.0㌔ 菅　桂太朗 西中３年 11’36 25位

２ 1.9㌔ 小形　滉貴 東根小６年 ７’45 29位

３ 2.8㌔ 竹田　裕道 東中２年 10’25 ８位

４ 1.9㌔ 竹田　了礼 荒砥小６年 ７’29 15位

５ 2.8㌔ 菅原　耕也 東中３年 11’20 25位

女子チーム　　54分44秒（第16位）
区間 距離 氏　名 学校 記録 区間

順位

１ 3.0㌔ 広川　夕季 東中３年 13’04 23位

２ 1.9㌔ 青木　菜々 荒砥小６年 ８’02 18位

３ 2.8㌔ 大滝　碧菜 西中３年 12’29 17位

４ 1.9㌔ 芳賀美優花 鮎貝小５年 ８’12 15位

５ 2.8㌔ 橋本　美穂 東中３年 12’57 17位

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
結
果（
34
市
町
村
参
加
）

伊
藤　

　

菫
（
荒
砥
小
５
年
）

梅
津　

詩
音
（
東
根
小
５
年
）

齋
藤　

遥
香
（
東
根
小
５
年
）

髙
橋　

　

蘭
（
東
根
小
５
年
）

新
野　

寿
音
（
東
根
小
５
年
）

安
部　

美
聡
（
東
根
小
６
年
）

衣
袋　

望
央
（
東
根
小
６
年
）

●
中
学
生
男
子　

３
０
０
０
㍍

（
完
走
者
２
４
５
人
）

白
田　

　

匠
（
西
中
３
年
）

鈴
木　

皓
大
（
東
中
１
年
）

小
形　

駿
一
（
東
中
２
年
）

●
中
学
生
女
子　

３
０
０
０
㍍

（
完
走
者
１
６
６
人
）

小
島　

芙
月
（
西
中
１
年
）

児
玉　

由
夏
（
西
中
３
年
）

（
学
校
・
学
年
・
氏
名
順
）

白鷹町チームの皆さん

　

中
学
生

○
安
部
貴
洸
く
ん（
東
中
２
年
）

「
落
語
を
話
す
中
学
生
」
と
い
っ

た
ら
ご
存
じ
、
下
山
の
安
部
貴
洸

（
あ
べ
た
か
ひ
ろ
）
く
ん
。

　

７
月
30
、
31
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
お
笑
い
発
祥
の
地
・
宮
崎

県
日
向
市
で
行
わ
れ
た
「
こ
ど
も

落
語
全
国
大
会
」
に
出
場
し
、
得

意
演
目
の
「
牛
ほ
め
」
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
お
噺
の
登
場
人
物
『
与
太
郎
』

を
い
か
に
バ
カ
っ
ぽ
く
表
現
す
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
話
す
安
部
く

ん
。
今
後
の
活
躍
も
期
待
し
ま
す
。

　

全
国
レ
ベ
ル
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校

生
に
対
す
る
激
励
金
交
付
事
業
で
す
。

　

全
国
大
会
が
集
中
す
る
８
月
に
あ
っ
て
、
次
の
み
な
さ
ん
に
激
励
金

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

高
校
生

○
村
上
駿
斗
く
ん

（
浅
立
・
山
形
南
高
１
年
）

○
高
橋
美
緒
さ
ん

（
荒
砥
乙
・
山
形
商
高
２
年
）

　

２
人
は
、
所
属
す
る
高
校
が
県

大
会
を
勝
ち
抜
き
、
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
全
国
高

校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

に
出
場
。

　

村
上
く
ん
は
１
年
生
な
が
ら
、

２
回
戦
で
出
場
を
果
た
し
、
チ
ー

ム
の
ベ
ス
ト
16
に
貢
献
。
高
橋
さ

ん
は
、
チ
ー
ム
の
主
力
と
し
て
全

試
合
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出

に
貢
献
し
ま
し
た
。

安
部
貴
洸
く
ん

村
上
駿
斗
く
ん

高
橋
美
緒
さ
ん
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　８月６日、山口地区でハスまつりが行わ
れました。山口地区では、地域活性化のた
め昨年度から地区内に３カ所のハス池が整
備されており、新潟県などでハスの視察研
修なども行ってきました。当日は安楽院向
かいの約20㌃のハス池を会場に、山口地区
のかたや町内外で地域づくりに取り組むか
たなど約30人が参加。きれいに咲き誇った
ハスを鑑賞したあとは、葉を器にした「象
鼻杯」でお酒を楽しんだりしていました。

　８月11日、旧中山小学校跡地で、特別養
護老人ホーム「マイスカイ中山」の増改
築工事安全祈願祭が行われました。運営母
体となる社会福祉法人そうめい会や町、施
工業者など関係者約30人が参加。そうめい
会の齋藤惠理事長は「施設名のとおり、す
ばらしい土地に施設を設置することができ、
中山地区の皆さんに感謝します」と話して
いました。今後工事が開始され、平成24年
４月のオープンを目指します。

　鷹山小学校を宿泊会場として、８月５日
から７日の２泊３日で行われたＲＯ＊ＫＵ
ふれあいキャンプ。しらたかサイエンスク
ラブと鷹山地区公民館とのコラボ事業とし
て行われました。幼児から中学生まで33人
が参加し、魚のつかみ取りやキャンプファ
イヤー、天体観測など、大自然と向き合っ
た熱い夏。数々の発見と出会い、そして別
れでは涙を流す場面もありましたが、最後
は力強い笑顔を見せてくれました。

　８月17日、あゆーむで西六郷少年少女合
唱団コンサートが行われました。西六郷
少年少女合唱団は、50年以上の歴史があり、
全国コンクールでの数々の入賞や、ＮＨＫ
みんなのうたなどでもおなじみの合唱団で
す。当日は、町少年少女合唱団との合同演
奏も実現し、訪れたかたは、その澄んだき
れいな歌声に聞き入っていました。コンサ
ートは、全国各地に合唱のすばらしさを広
める活動の一環として実現しました。

　

被
災
地
で
は
一
日
も
早
い
復
興

に
向
け
た
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る

な
か
、
政
局
は
新
し
い
首
相
選
び

に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
…
。

　

田
勢
さ
ん
も
「
予
想
が
つ
か
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、
松
下
政
経

塾
の
「
弟
子
」
野
田
佳
彦
氏
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
で
は
初
披
露
と
な
る
田
勢

さ
ん
自
身
の
歌
に
続
き
、
親
交
の

深
い
山
崎
ハ
コ
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と

し
て
「
山
形
・
白
鷹
お
ら
だ
の
ふ

る
さ
と
」
を
歌
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
。

【
震
災
か
ら
の
復
興
も
、
新
し
い

日
本
、
東
北
、
そ
し
て
白
鷹
の
ま

ち
づ
く
り
も
、
自
分
の
地
域
を
愛

す
る
こ
と
か
ら
。
俺
も
白
鷹
大
好

き
！
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
が
ん
ば

っ
て
い
こ
う
よ
！
】
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
込
め
ら
れ
た
講
演
会
で

し
た
。
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荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

　８月22日、町商工会女性部（黒澤節子部
長）から町内の各小学校に図書（各学年１
冊）が贈られました。贈られたのは、東日
本大震災で被災した子どもたち80人が書い
た作文集「つなみ」。鮎貝小の五十公野校
長は、「小学生も、今回の震災で意識が変わ
ったところもあると思う。常に見れるよう
に教室に設置させていただきます。」と話
していました。図書と一緒に新聞紙で作ら
れた手作りのエコバッグも贈呈されました。

日
本
の
伝
統
ま
つ
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

日
本
の
伝
統
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
新
庄
市
が
事
務

局
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

第
１
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
35
都

道
府
県
か
ら
１
１
８
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
ま
つ
り
の
迫
力
や
そ

の
雰
囲
気
が
表
現
さ
れ
た
ポ
ス
タ

ー
が
応
募
さ
れ
た
中
、
町
内
の
２

つ
の
ま
つ
り
（
ポ
ス
タ
ー
）
が
見

事
に
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

▼
入
選
ま
つ
り
（
ポ
ス
タ
ー
）

○
き
つ
ね
ま
つ
り

○
八
乙
女
八
幡
神
社
例
大
祭

※
今
年
の
き
つ
ね
ま
つ
り
は
、
10

　

月
１
・
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

期間：９月～ 10月末まで
※同時開催
「“和紙の里”～いきいき深山郷のどか村へ～展」

まつり復活40周年を記念して平成21年に作
成された「きつねまつり」のポスター

　

役
場
庁
舎
前
の
平
和
都
市
宣

言
記
念
碑
前
で
、
町
平
和
祈
念
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
昭
和
60
年
３
月
に
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
お
り
、
今
年
４

月
１
日
に
は
、「
平
和
市
長
会
議
」

（
※
）
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
議
会
議
員
や
新

成
人
代
表
な
ど
関
係
者
約
80
人
が

参
加
し
平
和
へ
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、

町
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
平
和

へ
の
賛
歌
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
で
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人

式
を
迎
え
た
新
成
人
２
０
２
人
の

う
ち
１
６
９
人
が
参
加
。

　

町
及
び
教
育
委
員
会
、
議
会
、

中
学
時
代
の
担
任
の
先
生
な
ど
が

出
席
し
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し

ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り

に
再
会
す
る
か
た
も
あ
り
、
中
学

・
高
校
時
代
の
昔
話
な
ど
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

平
和
祈
念
事
業

平
成
23
年
度
成
人
式

成人代表（児玉慎太郎さん）による宣誓８月15日
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＜11月３日（木・祝）～６日（日）＞

　白鷹町の農林業・工業・商業・観光業などを再認識し、その良さを町内外に情報発信するとともに、産業間の連
携を強め発展を図る機会として「白鷹町産業フェア2011」を開催します。
　期間中「見て」「聞いて」「触れて」そして「味わって」町の産業を体感してください。

　■白鷹町産業センター会場　11月3日（木・祝）～ 6日（日）
　【内容】観光紹介、産業紹介パネル展示、ビジネスネット白鷹交流会　ほか
　■ＪＡ白鷹グリーンセンター会場　11月6日（日）
　【内容】農産物販売、加工食品展示・販売、新そば、建工部会展示、交流都市（気仙沼・長岡市栃尾地域）物販
　・振る舞い、イベント（餅つき・俵上げなど）ほか
　ただいま、次のコーナーへ参加・出店する団体・個人を募集中です。たくさんの申し込みお待ちしています。

【農畜産物販売コーナー】
　農産物を販売する団体・個人を募集。
▼出店内容　町内で生産された農畜産物の販売
■申込・問い合わせ
　白鷹町産業フェア2011実行委員会
　農畜産物販売担当　田苗　☎85－2121
　（ＪＡ山形おきたま白鷹支店内）

【加工食品展示・販売コーナー】
　加工食品を展示・販売する団体・個人を募集。
▼出店内容
・町内で製造された加工食品の展示・販売
・チャレンジショップ（新たに開発した加工品などを
　提供し、来場者の評価を受けようとする品）
■申込・問い合わせ
　白鷹町産業フェア2011実行委員会
　加工食品展示・販売担当　梅津　☎85－0055
　（白鷹町商工会内）

【各コーナー共通】
▼いつ　11月６日（日）
　　　　○準備開始　午前8時
　　　　○販売時間　午前10時～午後３時
▼どこで　ＪＡ白鷹グリーンセンター（特設テント）
▼申込方法　電話にて申し込み後、申込用紙を受け取
り、必要事項を記入し提出してください。
▼申込期限　９月20日（火）午後３時
▼その他　
・テントは主催者側で準備します。
・ガスコンロや水は各自ご準備ください。
・保健所などへの申請が必要な場合は各自対応くださ
　い。費用についても各自ご負担ください。
・電気の使用や詳しい内容については、各担当にお問
　い合わせください。

白
鷹
人
育
成
基
金
（
白
鷹
人
育
成
事
業
）

　

町
の
次
代
の
原
動
力
と
な
る
人

材
の
育
成
に
よ
る
町
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
白
鷹

人
育
成
基
金
」
を
活
用
し
て
助
成

・
支
援
す
る
「
し
ら
た
か
夢
未
来

発
掘
事
業
」。

　

若
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

が
取
り
組
む
町
の
人
材
育
成
と
な

る
事
業
の
企
画
提
案
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
３
事
業
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、「
し

ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
審
査
委

員
会
」
に
よ
る
審
査
と
し
て
、
事

業
採
択
に
向
け
た
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
、
是
非
発
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

９
月
16
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
か
ら

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
申
込　

不
要
で
す
の
で
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い
た

　

だ
け
ま
す
。

※
１
団
体
あ
た
り
発
表
15
分
以
内
、

　

審
査
委
員
と
の
質
疑
５
分
程
度

　

で
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
事
業
及
び
グ
ル
ー
プ

　

・
ク
ラ
ブ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ

（
代
表　

紺
野
悟
志
）

　

・
し
ら
た
か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　

ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
代
表　

横
山
和
浩
）

　

・
し
ら
た
か
応
援
団（
仮
）

（
代
表　

清
野
隆
博
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調

整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

鷹
人
育
成
基
金
（
白
鷹
人
育
成
事
業
）

町の産業から元気を発信！
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◆
金
融
利
子
の
補
給
（
白
鷹

町
震
災
対
応
緊
急
金
融
対
策
利

子
補
給
制
度
）

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
に

対
応
す
る
緊
急
的
な
金
融
対
策
と

し
て
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
10
月
31
日
ま
で
が

申
請
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
の
融
資
制
度

○
山
形
県
商
工
業
振
興
資
金
の
う

　

ち
「
経
営
安
定
資
金
」、「
東
北

　

地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
対
応

　

資
金
」、「
東
日
本
大
震
災
緊
急

　

経
営
支
援
資
金
」

※
こ
の
ほ
か
、
日
本
政
策
金
融
公

　

庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
融

　

資
す
る
特
定
の
資
金
も
対
象
と

　

な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

○
町
内
に
在
住
す
る
か
た
、
町
内

　

に
主
た
る
事
業
所
等
を
有
す
る

　

か
た

○
平
成
23
年
５
月
２
日
以
降
９
月

　

30
日
ま
で
の
間
に
融
資
の
実
行

　

を
受
け
、
平
成
23
年
10
月
31
日

　

ま
で
に
必
要
な
手
続
き
を
行
っ

　

た
か
た
（
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
町
税
等
の
未
納
が
な
い
か
た

▼
要
件
及
び
対
象
期
間

○
資
金
使
途
：
設
備
資
金
及
び
運

　

転
資
金

○
対
象
融
資
限
度
額
：
５
０
０
万

　

円
以
内

○
補
給
額
：
融
資
額
ま
た
は
限
度

　

額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
利

　

子
相
当
額

○
補
給
対
象
期
間
：
３
年
以
内
36

　

回
ま
で

◆
雇
用
維
持
へ
の
支
援
（
白

鷹
町
中
小
企
業
緊
急
雇
用
維
持

支
援
事
業
）

　

国
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け
、

雇
用
の
維
持
に
取
り
組
む
企
業
・

事
業
者
を
応
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

○
町
内
に
在
住
す
る
か
た
、
町
内

　

に
主
た
る
事
業
所
等
を
有
す
る

　

か
た

○
平
成
23
年
５
月
２
日
以
降
、
国

　

の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助

　

成
金
制
度
に
よ
る
支
給
決
定
通

　

知
を
受
け
、
平
成
24
年
３
月
31

　

日
ま
で
に
必
要
な
手
続
き
を
行

　

っ
た
か
た
（
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
町
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
か
た

▼
補
助
金
の
額
及
び
限
度
額

○
補
助
金
の
額
：
国
の
中
小
企
業

　

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
支
給
決

　

定
通
知
書
に
記
載
の
支
給
率
が
、

　

「
５
分
の
４
」
の
と
き
は
支
給

　

金
額
の
20
％
以
内
の
額
、「
10
分

　

の
９
」
の
と
き
は
支
給
金
額
の

　

10
％
以
内
の
額

○
補
助
金
の
限
度
額
：
１
回
の
申

　

請
に
つ
き
50
万
円
以
内
（
１
対

　

象
者
に
つ
き
２
回
ま
で
申
請
可

　

能
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

　

（
☎
85

－

６
１
３
６
）

町
内
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ「
金 

融
」と「
雇 

用
」を
支
援
し
ま
す

　

ソ
フ
ト
小
村
は
情
報
産
業
を
営

む
事
業
者
の
ほ
か
、
研
究
開
発
、

起
業
、
新
事
業
の
創
出
、
新
分
野

へ
の
進
出
な
ど
、
地
域
産
業
の
育

成
も
支
援
す
る
施
設
で
す
。
館
内

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地　

鮎
貝
１
５
２
０

－

１

▼
物
件　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス

（
１
戸
建
）
計
２
棟

　

Ａ
タ
イ
プ
（
２
階
建
約
70
坪
）

▼
使
用
料

　

５
万
７
０
０
０
円
／
月

▼
入
居
資
格

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
ま

　

た
は
有
す
る
予
定
の
個
人
ま
た

　

は
法
人

②
情
報
産
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
、

　

ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
か

　

た
、
ま
た
は
そ
の
他
の
業
種
で

　

あ
っ
て
、
研
究
開
発
・
起
業
・

　

新
事
業
の
創
出
、
新
分
野
進
出

　

を
目
指
す
か
た

③
国
税
及
び
地
方
税
を
完
納
し
て

　

い
る
か
た

▼
入
居
条
件

①
入
居
日　

10
月
か
ら

　

（
５
年
以
内
の
使
用
が
可
能
）

②
経
費　

使
用
に
伴
う
経
費
は
実

　

費
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

９
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
30
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

提
出
書
類
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
町
産

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
細
は
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村

使
用
許
可
選
考
委
員
会
に
お
い
て

選
考
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

　
　
　

（
☎
85

－

６
１
３
６
）

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
事
業
展
開
し
た
い
か
た
を
応
援

入
居
者
募
集
中
！
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■
問
い
合
わ
せ　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

vol.16
　

夏
の
日
中
、
家
庭
の
中
で
「
エ
ア
コ
ン
」
に
次
い
で
２
番
目
に
消
費

電
力
が
大
き
い
「
冷
蔵
庫
」
の
節
電
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
１
日
24

時
間
、
３
６
５
日
と
年
中
稼
働
し
て
い
る
た
め
、
冷
蔵
庫
の
節
電
は
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
設
定
温
度
を
調
整
す
る
ほ
か

に
、
次
の
こ
と
に
も
気
を
つ
け
る
と
節
電
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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【
お
願
い
】
編
集
の
都
合
に
よ
り
、
各
月
二
十
五
日
が
締
切
と
な
り
ま
す
。

長
井
白
鷹
建
設
組
合

　

８
月
28
日
、
長
井
白
鷹
建
設
組

合
（
飯
澤
義
一
組
合
長
）
に
よ
る

学
校
修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

百
葉
箱
の
修
繕
、
砂
場
枠
の
取

替
え
、
モ
ッ
プ
掛
け
や
棚
の
製
作

取
付
、
黒
板
の
仕
切
り
板
取
替
え

な
ど
、
町
内
５
つ
の
小
、
中
学
校

で
12
カ
所
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
組
合
は
大
工
さ
ん
な
ど
20

職
種
３
６
０
人
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
活
か
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
で

学
べ
る
よ
う
、
施
設
修
繕
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
で
15
年
と
な
り
ま
し
た
。

実
施
さ
れ
た
学
校

　
（
作
業
の
内
容
）

■
鮎
貝
小
学
校

・
百
葉
箱
屋
根
の
修
繕

■
荒
砥
小
学
校

・
砂
場
枠
の
撤
去
、
新
設 

・
昇
降
口
傘
立
て
の
補
修 

・
体
育
館
入
口
扉
の
建
付
け
補
修 

■
鷹
山
小
学
校

・
プ
ー
ル
に
ビ
ー
ト
板
整
理
棚
の

　

設
置 

・
外
壁
に
時
計
を
掛
け
る 

・
体
育
館
更
衣
室
扉
の
修
繕

■
西
中
学
校

・
体
育
館
前
女
子
ト
イ
レ
の
出
入

　

り
口
枠
一
部
取
替
え 

・
音
楽
室
上
下
黒
板
枠
の
仕
切
り

　

板
一
部
取
替
え 

・
体
育
館
用
具
室
に
モ
ッ
プ
掛
け

　

設
置 

・
ト
イ
レ
扉
調
整

■
東
中
学
校

・
印
刷
室
内
の
整
理
棚
取
付

西中での作業の様子
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家
族
・
近
所
の
助
け
合
い
で
成

り
立
っ
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
で
活
動

を
し
て
い
て
、
自
立
生
活
が
エ
ジ

プ
ト
に
は
適
さ
な
い
と
感
じ
た
時
、

こ
の
国
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
と
は

何
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
段
差

が
多
く
、
福
祉
機
器
が
少
な
い
な

ど
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
に
と

っ
て
、
生
活
し
に
く
い
環
境
と
感

じ
、
は
じ
め
は
そ
の
事
ば
か
り
に

目
が
い
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

環
境
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

不
便
や
疑
問
を
感
じ
る
事
が
多
か

っ
た
で
す
。
し
か
し
、
環
境
を
補

っ
て
い
る
の
が
、
エ
ジ
プ
ト
で
は

人
々
と
そ
の
時
々
で
の
考
え
る
力

で
す
。
杖
は
な
く
て
も
、
家
族
や

そ
の
場
の
近
く
に
い
る
人
が
手
を

引
っ
張
っ
て
く
れ
る
。ど
こ
か
に

行
き
た
い
時
、
地
図
や
方
法
が
わ

か
ら
な
く
て
も
、
そ
こ
に
い
る
誰

か
が
教
え
て
く
れ
る
。
人
に
よ
っ

て
言
う
事
が
違
う
事
も
あ
り
、
そ

れ
は
困
っ
た
り
し
ま
す
が
…
。
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
挨
拶
で
終
わ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
時

間
や
約
束
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
エ
ジ
プ
ト

の
習
慣
。
便
利
に
な
る
事
が
、
人

と
人
と
の
距
離
を
遠
ざ
け
る
も
の

な
の
で
は
な
い
か
、
創
意
工
夫
へ

の
思
考
過
程
が
減
っ
て
し
ま
う
と

思
う
と
、
今
も
困
惑
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
人
た
ち
は
、
日
本

の
製
品
の
精
密
さ
は
完
璧
で
あ
る

と
尊
敬
し
て
お
り
、
日
本
の
今
の

よ
う
な
発
展
が
あ
る
の
は
、
仕
事

に
対
す
る
熱
心
さ
、
追
及
心
が
あ

る
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
先
代
に
尊

敬
の
意
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

仕
事
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
多
く
抱

え
て
い
る
人
も
多
い
の
が
日
本
の

現
状
で
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
人
た
ち
が
明
る
い

の
は
、
自
分
の
子
ど
も
や
赤
ち
ゃ

ん
を
仕
事
場
に
連
れ
て
く
る
な
ど
、

家
族
を
大
切
に
し
て
い
て
、
寂
し

さ
や
ス
ト
レ
ス
を
日
本
ほ
ど
感
じ

ず
に
暮
ら
せ
る
か
ら
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
重
き
を
置
く
場
所
が

違
う
か
ら
こ
そ
、
経
済
の
発
展
に

は
影
響
が
あ
り
、
日
々
活
動
し
て

い
て
何
が
正
し
く
何
を
理
想
に
す

べ
き
か
難
し
く
、
時
折
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

残
り
の
任
期
は
あ
と
半
年
で
す

が
、
こ
の
国
に
あ
っ
た
発
展
の
仕

方
が
あ
る
は
ず
で
、
少
し
で
も
多

く
エ
ジ
プ
ト
人
と
接
し
、
考
え
方

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に

で
き
る
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　
　

芳
賀
由
佳

明るく元気な子どもたち

ロバも現役で活躍
※
「
由
佳
の
エ
ジ
プ
ト
日
記
」
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
芳
賀

　

由
佳
さ
ん
（
派
遣
先
…
エ
ジ
プ
ト
）
の
執
筆
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。（
全
４
回
予
定
）

　65歳以上の町民のかたで、自主的に警察署や免許更
新センターに運転免許証を返納されたかたを対象に、
住基カード（手数料500円）を無料で交付します。
※住基カードの無料交付は【申請による運転免許の取
　消通知書】があるかたに限ります。

▼申請受付　10月３日（月）から開始します（開始以
　前に自主返納されたかたも該当になります）。
▼申請場所　役場町民課戸籍年金係　①番窓口
▼受付時間　午前９時～午後４時（土日・祝日を除く）
▼必要書類
①免許証を自主返納したときに受け取った【申請によ
　る運転免許の取消通知書（取消区分：全部に限る）】
②印鑑（認印）
③本人確認できるもの2点（健康保険証と年金証書など）

《住基カードの申請手続》
・申請とお受取りの２回、手続きが必要となります。
　なお、申請時に詳しく説明いたします。
・申請（受付）から10日ほどで照会書を通知しますの
　で、届いたら電話で受け取り日時を予約してくださ
　い（お受取りには約20分ほどかかります）。

■問い合わせ　町民課戸籍年金係（☎85－6129）

住民基本台帳カード（住基カード）を します
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着
替
え
や
片
付
け
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
に
は

①
怒
ら
ず
に
、
優
し
く
接
す
る

　

排
泄
を
失
敗
し
た
自
覚
の
あ
る

　

か
た
に
は
、「
気
に
し
な
い
で
い

　

い
よ
。片
付
け
て
し
ま
い
ま
し

　

ょ
う
。」
な
ど
と
声
を
か
け
ま

　

し
ょ
う
。

　

排
せ
つ
し
た
自
覚
の
な
い
か
た

　

に
は
、「
雨
で
服
が
ぬ
れ
て
し
ま

　

っ
た
か
ら
着
替
え
よ
う
。」
や

　

「
こ
っ
ち
の
服
を
試
し
に
着
て

　

み
て
。」
な
ど
明
る
く
声
を
か

　

け
ま
し
ょ
う
。

②
紙
パ
ン
ツ
を
勧
め
て
み
る

　

家
族
が
留
守
で
ト
イ
レ
誘
導
が

　

で
き
な
い
と
き
は
、
紙
パ
ン
ツ

　

で
衣
類
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知
症

　

の
か
た
が
紙
パ
ン
ツ
を
嫌
が
る

　

と
き
は
、「
出
か
け
て
く
る
間
こ

　

れ
を
は
い
て
い
て
」
と
頼
ん
だ

　

り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に

　

相
談
し
て
、
紙
パ
ン
ツ
を
勧
め

　

て
も
ら
う
な
ど
協
力
し
て
も
ら

　

い
ま
し
ょ
う
。

　

本
人
の
心
身
の
調
子
に
よ
り
ま

　

た
紙
パ
ン
ツ
を
嫌
が
っ
て
し
ま

　

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

　

再
度
周
囲
の
協
力
を
得
て
、
気

　

長
に
勧
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
む
つ
支
給
事
業
…

　

在
宅
で
常
時
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
か
た
で
、
要
介
護
３
以
上

の
認
定
を
受
け
て
お
り
前
年
の
世

帯
収
入
が
規
定
以
下
の
か
た
に
は
、

申
請
に
よ
り
町
か
ら
４
０
０
０
円

分
（
在
宅
期
間
に
よ
り
少
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
の
紙
お
む

つ
を
毎
月
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

８月の町長交際費

　平成23年８月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120
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▼
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

美
し
い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
６
６

－

３
７
３
７
）

▼
い
つ　

10
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

米
沢

▼
対
象
者　

平
成
24
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
（
卒
業
後
３
年
以

内
含
む
）
及
び
概
ね
40
歳
未
満
の

若
年
者

▼
対
象
企
業　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

沢
・
長
井
に
本
社
ま
た
は
就
業
場

所
を
有
す
る
企
業
50
社
（
予
定
）

▼
内
容　

求
職
者
と
企
業
の
個
別

面
談

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井
職
業
相
談
部
門
／
柏
倉
（
☎

84

－

８
６
０
９
）

　

鉄
道
利
用
し
て
い
る
人
、
そ
う

で
な
い
人
、
興
味
の
あ
る
人
、
な

い
人
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
ば
何
か

が
お
き
る
!?

③
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
地
材
地
住
Ｐ

　

Ｒ
、
木
製
品
）

④
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
苗
木
・
振

　

る
舞
い
ナ
メ
コ
汁
）

※
数
量
限
定

▼
参
加
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
森
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

　

は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

　

す
。

▼
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

お
き
た

ま
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会
／
置

賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

▼
い
つ　

 

10
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
内
容　

記
念
講
演

　
　
　
　
　

宮
坂
不
二
生
氏

▼
記
念
て
い
談

（
山
形
県
副
知
事
×
ダ
ニ
エ
ル
・

カ
ー
ル
氏
×
美
し
い
山
形
・
最
上

川
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
）

※
終
了
後
会
費
制
の
パ
ー
テ
ィ
ー

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

一
般
の
か
た

催　し

〜
樹
々
達
よ　

ぐ
ん
ぐ
ん
育
て　

　
　
　
　
　
　
　
　

未
来
ま
で
〜

▼
い
つ　

10
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

（
白
鷹
町
中
山
）

▼
内
容

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
枝
打

　

ち
、
丸
太
切
り
、
木
工
ク
ラ
フ

　

ト
、
森
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

②
実
演
コ
ー
ナ
ー
（
機
械
に
よ
る

　

玉
切
り
・
枝
打
ち
「
枝
打
ち
ロ

　

ボ
ッ
ト
・
枝
打
ち
名
人
」）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
設
置
し
て
い
る
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
公
衆
電
話
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、
年
々
利
用
回
数
が
減
少

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ

ら
の
状
況
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
撤

去
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
方
針
が

だ
さ
れ
、
９
月
20
日
（
火
）
を
も

っ
て
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

おしらせ

３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
み
ん
な
集
ま
ろ

う
！

①
お
き
た
ま
環
状
線
レ
ー
ル
ロ
ー

　

ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
金
・
祝
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

川
西
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

▼
基
調
講
演
「
逆
境
を
活
性
化
に

変
え
る
力
、
教
え
ま
す
」

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
え
が
お
つ
な
げ

て
」理
事
長　

曽
根
原
久
司　

氏

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

曽
根
原　

氏
、
Ｊ
Ｒ
米
沢
駅
長
、

山
形
鉄
道
社
長
、
置
農
高
生
徒

※
入
場
は
無
料
で
す

②
山
形
お
き
た
ま
交
流
観
光
プ
ラ

　

ン
（
都
会
と
農
村
の
交
流
）

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
金
・
祝
）

〜
25
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

川
西
町
を
中
心
に
し

た
置
賜
地
域

▼
内
容　

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
、
環

状
線
を
利
用
し
た
お
き
た
ま
巡
り
、

体
験
交
流
、
い
も
煮
会

▼
参
加
料　

６
０
０
０
円

③
お
き
た
ま
環
状
線
ビ
ン
ゴ
ス
タ

　

ン
プ
ラ
リ
ー
デ
ー

●
第
１
回　

９
月
18
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

●
第
２
回　

10
月
15
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

▼
集
合　

　

羽
前
小
松
駅

▼
内
容　

お
き
た
ま
環
状
線
を
利

用
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

集
い
つ

な
が
れ
！
山
形
お
き
た
ま
レ
ー
ル

ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
０
２
３
８

－

42

－

２
５
３
３
）
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▼
内
容
／
コ
ー
ス

【
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
簡
単
家
計

　

簿
作
成
コ
ー
ス
】

○
期
間　

９
月
20
日（
火
）・
22
日

（
木
）・
26
日
（
月
）（
各
日
２
時

間
の
計
６
時
間
）

○
料
金　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
は
準
備
し
ま
す
）

○
対
象
者　

パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字

入
力
が
で
き
る
か
た

【
デ
ジ
カ
メ
で
写
真
付
ハ
ガ
キ
作

　

成
コ
ー
ス
】

○
期
間　

９
月
28
日（
水
）・
30
日

（
金
）・
10
月
３
日
（
月
）（
各
日

２
時
間
の
計
６
時
間
）

○
料
金　

１
０
０
０
円

○
対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
持
参
で
き

る
か
た

▼
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
定
員　

各
10
人

▼
場
所　

情
報
セ
ン
タ
ー
（
パ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
奥
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
担
当
／
小
松

・
齋
藤
（
☎
86

－
０
０
０
１
）

▼
対
戦
カ
ー
ド　

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

▼
い
つ　

10
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時　

キ
ッ
ク
オ
フ

　

午
前
11
時　

開
場

▼
ど
こ
で　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
山
形

▼
席
種　

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
席

▼
料
金　

大
人
１
５
０
０
円
（
当

日
券
価
格
の
半
額
）

小
中
高
生
無
料
（
無
料
整
理
券
を

配
布
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
及
び
方
法

【
前
売
り
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

○
販
売
期
間　

９
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
29
日
（
木
）

【
当
日
】試
合
会
場 

「
市
町
村
応
援

デ
ー
受
付
テ
ン
ト
」（
免
許
証
な
ど
、

身
分
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。）

※
前
売
券
の
販
売
状
況
に
よ
っ
て

　

は
当
日
券
販
売
を
行
わ
な
い
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

▼
縦
覧
期
間　

９
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
27
日
（
火
）

 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所　

建
設
水
道
課

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

（
☎
85

－

６
１
４
０
）

▼
い
つ　

10
月
４
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
聾
学
校

▼
内
容　

授
業
参
観
、
き
こ
え
に

つ
い
て
の
研
修
会

▼
参
加
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
）
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

県
立
山

形
ろ
う
学
校
特
別
支
援
室
／
佐
藤

（
☎
０
２
３

－

６
８
８

－

２
３
１

６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
８
８

－

２
８
４
１
）

　

置
賜
保
健
所
で
は
動
物
愛
護
週

間
に
あ
わ
せ
、
譲
渡
前
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

受
講
さ
れ
た
か
た
は
、
保
健
所

で
引
き
取
り
な
ど
し
た
犬
、
ね
こ

の
新
し
い
飼
い
主
候
補
者
と
な
れ

ま
す
。
犬
・
ね
こ
を
飼
う
時
に
飼

い
主
が
知
っ
て
お
き
た
い
知
識
に

つ
い
て
の
講
習
会
で
す
の
で
、
す

で
に
飼
っ
て
い
る
か
た
や
こ
れ
か

ら
飼
う
か
た
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

若鮎マラソンスペシャルゲスト

　ロンドンオリンピック出場
を目指し、カンボジア国籍取
得間近の猫さん。どんな話し
や笑いが飛び出すか、こうご
期待！
▼いつ　９月17日（土）
　※マラソン大会前日
　開場　午後５時30分（食事）
　開演　午後６時
▼どこで　パレス松風　コンベンションホール
▼チケット販売　軽食準備の都合上、９月15日（木）正午
　までといたします。
▼参加費（軽食付）　大人1,000円、小中高生300円
※トークショー終了後、直筆サインのプレゼントもあり
　ます。（限定10人）
■チケット販売・問い合わせ
若鮎マラソン大会実行委員会／教育委員会生涯スポーツ
係（☎85－6147）または、パレス松風（☎85－1001）

　

一
頭
で
も
多
く
の
動
物
が
幸
せ

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
多
く
の
か

た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
講
堂

▼
申
込
方
法　

参
加
希
望
の
か
た

は
、
９
月
29
日
（
木
）
ま
で
電
話

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
前
講
習
会
は
毎
月
第
３
金

　

曜
日
に
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
生
活
衛
生
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０
）
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募　集

▼
応
募
部
門

①
読
書
感
想
文

②
生
活
文
（
一
般
の
み
）

▼
字
数　

４
０
０
字
原
稿
５
枚
程

度▼
応
募
方
法　

直
接
、
町
立
図
書

館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

小
中
学
生
、
荒
砥
高
校
生
は
学
校

を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
表
彰
式　

11
月
５
日
（
土
）

▼
応
募
締
切　

９
月
30
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
図
書
館
管
理
係

（
☎
85

－

６
１
４
６
）

▼
採
用
職
種
・
人
数

①
上
級
行
政　

１
人

②
消
防
士　

６
人

▼
受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た

※
た
だ
し
、
平
成
２
年
４
月
２
日

　

以
後
に
生
ま
れ
、
大
学
を
飛
び

　

級
で
卒
業
（
見
込
み
）
の
人
も

　

受
験
可
能
で
す
。

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た

・
採
用
後
に
米
沢
市
、
南
陽
市
、

　

高
畠
町
及
び
川
西
町
に
居
住
で

　

き
る
か
た

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

　

車
限
定
は
除
く
）
を
有
す
る
か
、

　

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
か
た

▼
試
験
日　

10
月
30
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー▼
採
用
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間　

９
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
10
月
14
日
（
金
）

▼
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所

○
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

　

局
総
務
課

○
置
賜
地
域
の
市
役
所
及
び
町
役

　

場
の
企
画
担
当
課

○
東
南
置
賜
２
市
２
町
（
米
沢
市
、

　

南
陽
市
、
高
畠
町
、
川
西
町
）

　

消
防
本
部

広告

 

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
発

事
故
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら
れ
た

か
た
は
、
地
方
税
の
軽
減
措
置
な

ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

軽
減
措
置
を
受
け
る
に
は
手
続

き
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
と
な
る
か
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課
町

民
税
係
（
☎
85

－

６
１
３
２
）

牛
ふ
ん
堆
肥
の
放
射
性
物
質
調
査

に
つ
い
て

　

町
内
か
ら
採
取
し
た
牛
ふ
ん
堆

肥
の
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し

た
結
果
、
暫
定
許
容
値（
４
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
kg
）以
下
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
町
内
の
牛
ふ
ん
堆

肥
の
利
用
及
び
譲
渡
に
つ
い
て
の

自
粛
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

※
な
お
、
置
賜
管
内
の
牛
ふ
ん
堆

　

肥
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
に
自

　

粛
が
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

業
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
０
７
）

米
の
放
射
性
物
質
調
査
に
つ
い
て 

　

県
で
は
、
国
が
示
し
た
調
査
方

針
に
基
づ
き
、
米
の
放
射
性
物
質

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
が
判
明
す
る
ま
で

の
間
（
９
月
中
旬
こ
ろ
）、
平
成

23
年
産
米
の
出
荷
・
販
売
・
贈
答

な
ど
を
自
粛
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
農
業
技

術
普
及
課
（
☎
88

－

８
２
１
３
）

　

今
年
25
周
年
を
迎
え
る
パ
レ
ス

松
風
は
、
お
客
さ
ま
感
謝
月
間
と

し
て
、
早
朝
風
呂
の
営
業
（
期
間

限
定
）
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
６
時
〜
７
時

▼
入
浴
時
間　

午
前
８
時
ま
で

▼
営
業
期
間　

10
月
９
日
（
日
）

ま
で
の
土
・
日
限
定

※
受
け
付
け
は
フ
ロ
ン
ト
側
玄
関

　

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

パ
レ
ス
松
風

（
☎
85

－

１
０
０
１
）



25　

広告

○
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

（http://w
w
w
.okikou.or.jp/

　

toppage.htm
)

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務

課
／
職
員
採
用
試
験
担
当
（
☎

０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６
）

（
平
成
24
年
4
月
開
設
予
定
の

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
マ
イ
ス

　

カ
イ
中
山
」
の
職
員
）

▼
採
用
職
種
・
人
数

①
看
護
職
員　

３
人
程
度

②
介
護
職
員　

18
人
名
程
度

③
生
活
相
談
員　

１
人

④
介
護
支
援
専
門
員　

１
人

⑤
事
務
職
員　

１
人

▼
受
験
資
格

①
看
護
師
・
准
看
護
師
の
有
資
格

　

者
（
平
成
24
年
３
月
卒
業
・
資

　

格
取
得
見
込
み
を
含
む
）

②
介
護
福
祉
士
有
資
格
者
、
ホ
ー

広告

　

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
修
了
者
、

　

介
護
基
礎
研
修
修
了
者
、
平
成

　

24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
福
祉

　

系
大
学
・
専
門
学
校
生
、
ま
た

　

は
介
護
を
志
す
か
た
は
応
相
談

③
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉

　

主
事
任
用
資
格
の
有
資
格
者

（
介
護
施
設
相
談
業
務
経
験
者
）

④
介
護
支
援
専
門
員
有
資
格
者

⑤
簿
記
、
総
務
の
知
識
、
経
験
を

　

有
す
る
か
た
も
し
く
は
福
祉
施

　

設
に
て
経
理
、
総
務
経
験
者

▼
受
付
期
間　

９
月
15
日
（
木
）

よ
り
随
時
受
付

▼
提
出
書
類

○
既
卒
者
…

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
資
格

　

証
（
写
し
）

○
新
卒
者
…

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
卒
業

　

見
込
証
明
書
、
成
績
証
明
書
、

　

資
格
取
得
見
込
み
証
明
書

▼
試
験
日
・
内
容
等　

申
込
み
者

に
随
時
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。（
書

類
選
考
あ
り
）

▼
試
験
会
場　

介
護
老
人
保
健
施

設
白
鷹
あ
ゆ
み
の
園
会
議
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
そ
う
め
い
会
準
備

室
（
☎
85

－

５
６
７
８
）

〒
９
９
２

－

０
８
２
１

　

大
字
十
王
５
０
８
７

－

１

山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業

　

山
形
県
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

国
際
大
会
な
ど
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で

活
躍
で
き
る
選
手
の
輩
出
を
目
指

す
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
ド
リ
ー

ム
キ
ッ
ズ
」
の
第
３
期
生
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象　

県
内
に
在
住
す
る
小
学

校
３
・
４
年
生

▼
選
考
会　

体
力
測
定
、
実
技
選

考
会
を
行
い
、
最
終
的
に
30
人
程

度
が
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

学
校
か
ら
配
布
さ

れ
た
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
ス
ポ
ー
ツ
タ

レ
ン
ト
発
掘
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
１
５

－

６
４
１
５
）

　

「
安
全
安
心
」「
お
い
し
い
お

米
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
お
き
た

ま
産
の
優
れ
た
お
米
を
表
彰
し
ま

す
。

▼
参
加
資
格　

置
賜
管
内
の
生
産

者
・
生
産
者
団
体

▼
参
加
区
分　
「
は
え
ぬ
き
」「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」「
つ
や
姫
」の
３
部
門

▼
提
出
期
限　

10
月
28
日
（
金
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課
／
小

座
間

（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１
）

農
業
技
術
普
及
課
／
太
田

（
☎
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
１
）

西
置
賜
農
業
技
術
普
及
課
／
山
下

（
☎
88

－

８
２
１
６
）



住所　　 氏　　名 年齢
荒砥甲　梅　津　ヒデヨ　84
畔　藤　安　達　よしゑ　99
箕和田　横　沢　み　つ　81
高　岡　安　部　一　衞　81
横田尻　丸　川　富　治　92
荒砥甲　黒　沼　正　太　89
鮎　貝　大　木　政　雄　80
萩　野　小　川　忠　穗　80
萩　野　紺　野　真　幸　57
横田尻　新　野　貞　一　68
山　口　湯　澤　　左衞門　82
深　山　樋　口　昭　　　69
荒砥甲　岩　崎　き　ち　101
荒砥甲　安　彦　キヌヱ　91
鮎　貝　鈴　木　き　よ　97
菖　蒲　安久津　と　く　89
鮎　貝　横　澤　和　夫　57
山　口　吉　村　藤　吾　78
畔　藤　衣　袋　　　次　75
荒砥乙　大　貫　と　く　94
荒砥乙　鈴　木　ノ　ブ　88
佐野原　竹　田　こ　の　93
高　岡　樋　口　鐡　郎　70
山　口　内　山　彌一郎　84
荒砥甲　小　関　角　次　80

鮎　貝 髙橋
政　和 杏

あん

　璃
り

みどり

畔　藤 髙橋
綱一郎 真

さ

　桜
くら

智　子

中　山 沼澤
徹 凛

り

　空
く

美　保

箕和田 山本
昌　継 みちる典　子

高　玉 金田
和　明 和

わ

香
か

奈
な

絵里香

広　野 小野
克　徳 迪

みち

　寧
ね

宏　美

十　王 布施
和　也 瑛

えい

　音
と

遥　佳

No.1072
2011-9

-12

　　氏　　　名　　　 住所

（和久井　貴　寛　　川西町
齋　藤　美　咲　　畔　藤

（奥　山　　光　　　下　山
新　野　咲　子　　広　野

（大　木　貴　司　　鮎　貝
佐　藤　　彩　　　天童市

（長谷部　啓　太　　横田尻
今　野　　桂　　　十　王

（橋　本　恭　兵　　荒砥甲
枝　松　愛　実　　高畠町

（鈴　木　寛　生　　浅　立
鈴　木　　葉　　　長井市

貝生地区青年会 “貝の会”　（会長 工藤大知 さん）

◆
結
成
時
期
は
？

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

◆
活
動
の
内
容
は
？

◆
活
動
し
て
い
て
楽
し
い
こ
と
は
？

◆
最
後
に
ひ
と
言

貝
生
の
子
ど
も
た
ち（
貝
の
子
）も
夏
祭
り

で
マ
ル
モ
リ
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。

「
貝
生
大
花
火
大
会
」
の
様
子

８
月
７
日（
日
）開
催

VOL.21
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